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町
長
は
財
源
の
見
通
し
も

示
さ
ず
、
約
７
億
円
の
増

改
築
工
事
費
を
示
し
、
庁
舎
統
合

か
ら
公
民
館
除
却
を
３
か
年
で
強

引
に
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
３
密
を
避
け
る
と
さ

れ
て
い
る
中
、
統
合
す
る
愛
知
川

庁
舎
で
職
員
を
今
以
上
の
密
状
態

に
し
、
彼
ら
の
健
康
を
も
考
え
な

い
庁
舎
統
合
は
拙
速
す
ぎ
る
。

　
住
民
と
目
線
を
合
わ
せ
た
質
疑

を
し
な
い
、
で
き
な
い
な
か
に
あ

っ
て
、
資
料
を
急
遽
全
戸
配
布
し

３
月
５
日
ま
で
に
パ
ブ
コ
メ
を
徴

す
る
だ
け
で
帳
面
消
し
を
し
、
庁

舎
増
改
築
の
実
施
設
計
を
３
月
完

了
で
並
行
発
注
し
て
い
る
。
パ
ブ

コ
メ
の
意
見
も
設
計
に
反
映
で
き

ず
、
ま
さ
に
町
民
に
は
聞
く
耳
を

持
た
ず
、
問
答
無
用
の
論
理
に
映

る
。
な
ぜ
そ
ん
な
に
急
ぐ
の
か
。

　
町
長
は
３
年
前
の
町
長
選
で
、

町
民
と
の
対
話
の
大
切
さ
・
重
要

さ
を
訴
え
、
日
本
一
の
町
を
創
る

と
明
言
さ
れ
た
が
、
あ
と
１
年
で

日
本
一
の
愛
荘
町
を
ど
の
よ
う
に

し
て
創
る
の
か
。

昨
年
６
月
滋
賀
銀
行
秦
荘

代
理
店
が
閉
店
し
、
Ｊ
Ａ

秦
荘
支
店
の
八
木
荘
簡
易
郵
便
局

も
閉
じ
ら
れ
た
。　
　
　
　
　
　

　
秦
荘
庁
舎
１
階
に
簡
易
郵
便
局

が
あ
れ
ば
、
駐
車
場
は
広
く
町
の

郵
便
物
も
こ
こ
を
窓
口
に
す
れ
ば

手
数
料
も
入
る
。
ま
た
２
階
に
は

介
護
用
品
や
防
災
資
機
材
を
紹
介

す
る
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
運
営

は
彦
愛
犬
各
市
町
か
ら
の
支
援
を

求
め
た
ら
ど
う
か
。

エ
ー
ル
商
品
券
は
９
月
で

45
％
の
引
換
率
で
残
数
が

４
５
０
０
冊
に
の
ぼ
り
、
町
は
急

遽
ハ
ガ
キ
で
１
世
帯
５
冊
ま
で
と

の
大
判
振
る
舞
い
の
通
知
を
さ
れ

た
。
こ
の
商
品
券
を
買
わ
れ
た
世

帯
は
。

全
く
商
品
券
を
買
わ
な
か

っ
た
、
経
済
的
に
買
え
な

か
っ
た
世
帯
が
３
５
４
４
戸
44
％

も
あ
っ
た
実
績
か
ら
し
て
、
今
回

の
販
売
シ
ス
テ
ム
は
間
違
い
で
は

な
か
っ
た
、
正
し
か
っ
た
と
の
考

え
か
。

庁
舎
や
公
民
館
の
集
約

は
、
来
年
度
１
年
か
け
て

町
民
と
直
視
し
た
議
論
を
深
め
、

具
体
の
財
政
計
画
や
財
源
を
確
保

し
進
め
る
べ
き
で
、
庁
舎
統
合
化

の
１
年
繰
り
延
べ
と
公
民
館
除
却

ま
で
の
３
年
延
長
を
求
め
る
。

12
月
議
会
で
提
案
し
た
、

社
協
の
空
き
車
両
利
用
の

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
検
討
結
果

は
。

　

昨
春
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、
住

　

社
協
の
取
り
組
み
を
見
守
り
、

連
携
協
力
す
る
と
と
も
に
、
持
続

可
能
な
移
動
支
援
の
あ
り
方
の
情

報
収
集
や
、
他
自
治
体
の
調
査
研

究
を
進
め
る
。

　

住
民
の
意
見
も
丁
寧
に
聞
き
、

か
つ
速
や
か
に
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

簡
易
郵
便
局
の
新
設
に
当
た
っ

て
は
、
種
々
の
要
件
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
、
維
持
に
は
多
く
の
困
難
が

あ
る
。
ま
た
介
護
用
品
は
民
間
業
者

が
担
わ
れ
て
お
り
防
災
セ
ン
タ
ー
の

ニ
ー
ズ
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
有
効
活
用
は
重
要
と
の
認
識
は
あ

り
、
民
活
も
含
め
検
討
す
る
。

　

１
冊
３
１
８
戸
、
２
冊
２
５
２

５
戸
、
３
冊
67
戸
、
４
冊
１
８
３

戸
、
５
冊
２
６
０
戸
、
６
冊
87
戸
、

７
冊
１
１
５
９
戸
で
購
入
合
計
数

４
５
９
９
戸
56
％
で
あ
る
。

　

２
億
１
千
万
円
ほ
ど
の
直
接
的

な
経
済
効
果
が
あ
り
、
町
経
済
の

下
支
え
や
回
復
軌
道
に
載
せ
る
観

点
か
ら
、
効
果
が
あ
っ
た
と
認
識

し
て
い
る
。

（
町
長
）

（
福
祉
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

（
ま
ち
づ
く
り
協
働
課
長
）

（
町
長
）

問

問

問問

問問

答

答

答

答

答答

あ
と
１
年
で
、日
本
一
の
町

を
ど
の
よ
う
に
創
る
の
か

庁
舎
統
合
の
１
年
繰
り
延

べ
と
公
民
館
除
却
ま
で
の

３
年
延
長
を

庁
舎
統
合
は
、
高
齢
者
移

動
サ
ー
ビ
ス
を
セ
ッ
ト
で

進
め
る
べ
き

秦
荘
庁
舎
に
簡
易
郵
便
局

の
誘
致
や
介
護
用
品
・
防
災

資
機
材
支
援
セ
ン
タ
ー
を

あ
い
し
ょ
う
エ
ー
ル
商
品
券

に
か
か
る
実
績
と
総
括
は

簡易郵便局の誘致や、介護用品・防災
資機材センターを

Q

庁舎統合化の 1 年繰り
延べと秦荘庁舎の有効活用

有効活用は重要であると認識し、民活も含
め検討する
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民
と
出
会
う
こ
と
自
体
難
し
い
時

間
が
続
い
て
い
る
。
一
つ
ひ
と
つ

の
積
み
重
ね
を
大
切
に
、
今
後
も

新
た
な
取
り
組
み
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
向
上
心
を
忘
れ
ず
、
日
本
一

の
町
を
創
る
こ
と
を
目
指
し
た

い
。

本
町
行
政
に
お
け
る
デ
ジ
タ

ル
化
と
脱
ハ
ン
コ
に
つ
い
て

行
政
機
能
の
配
置
の
最
適

化
に
向
け
た
具
体
の
方
針

に
つ
い
て

①
合
併
後
15
年
が
経
過

し
た
今
日
、「
当
分
の
間
」

に
関
す
る
解
釈
と
住
民
意
識
の
一

体
感
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
か
。

②
秦
荘
支
所
の
総
合
調
整
機
能
は

ど
の
様
な
業
務
か
。

③
秦
荘
支
所
の
執
行
体
制
は
。

④
職
員
の
移
動
に
多
額
の
経
費
が

発
生
す
る
の
は
ど
の
様
な
経
費

か
。

⑤
秦
荘
支
所
で
取
扱
う
業
務
は
。

⑥
９
つ
の
公
共
施
設
整
備
の
年
次

計
画
、概
算
経
費
、充
当
財
源
は
。

①
さ
ら
な
る
デ
ジ
タ
ル
化

を
ど
の
様
な
方
針
で
進
め

る
の
か
。

②
ク
ラ
ウ
ド
導
入
後
5
年
が
経
過

し
、
初
期
の
目
的
達
成
は
。

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
提
示

で
受
け
ら
れ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
。

④
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得

数
と
取
得
率
は
。

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
の

啓
発
や
取
得
率
向
上
の
取
組
は
。

⑥
国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
押
印
廃

止
に
関
し
検
討
状
況
と
方
針
は
。

①「
当
分
の
間
」
は
、
近
隣
の
市

が
合
併
協
定
書
の
10
年
程
度
で
庁

舎
を
一
本
化
す
る
こ
と
を
参
考
に

追
記
さ
れ
た
。
合
併
か
ら
16
年
目

と
な
り
、
1
町
と
し
て
の
住
民
意

識
が
醸
成
さ
れ
て
い
る
。

②「
支
所
」
と
し
て
地
域
的
な
課

題
の
対
応
・
調
整
を
行
う
。

③
支
所
長
や
職
員
の
増
員
な
ど
、

現
在
の
秦
荘
サ
ー
ビ
ス
室
よ
り
も

充
実
し
た
体
制
を
整
備
す
る
。

④
職
員
が
週
１
回
庁
舎
間
を
移
動

①
3
月
中
に
ラ
イ
ン
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
を
開
設
し
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ッ
ト
も
導
入
。
令
和
3
年
度
か
ら

滋
賀
県
町
村
会
自
治
体
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
戦

略
会
議
を
新
た
に
設
置
。

③
身
分
証
明
書
、
子
育
て
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
、
確
定
申
告
の

電
子
申
請
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
な

ど
に
利
用
で
き
る
。
町
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で

住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
証
明
書
、
所
得
証
明
書
、
課

税
証
明
書
な
ど
の
取
得
が
可
能
。

④
令
和
2
年
12
月
31
日
現
在
、
取

得
数
は
４
１
７
０
件
で
取
得
率
は

19
・
5
％
。

⑤
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
普
及
啓
発

を
行
う
と
共
に
、
窓
口
で
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
設
定
用
の
端
末
を
設
置

し
、
登
録
な
ど
の
支
援
を
実
施
。

⑥
内
閣
府
の「
地
方
公
共
団
体
押

印
見
直
し
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
沿
っ

て
見
直
し
方
針
を
策
定
し
、
廃
止

に
向
け
た
作
業
を
進
め
て
い
る
。

⑥
年
次
計
画
は
、
秦
荘
庁
舎
、
愛

知
川
庁
舎
、
愛
知
川
保
健
セ
ン
タ

ー
の
改
修
、
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
業
務
等
を
行
う
拠
点
施
設
の
増

築
、
旧
愛
知
川
警
部
交
番
の
解
体

は
、
令
和
3
年
度
中
の
工
事
を
計

画
。
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
、
愛
の

郷
、
愛
知
川
公
民
館
・
町
民
セ
ン

タ
ー
愛
知
川
は
、
関
係
団
体
と
の

調
整
・
協
議
を
行
い
、
3
年
度
上

半
期
に
実
行
計
画
を
作
成
し
、
下

半
期
か
ら
事
務
的
な
準
備
を
進
め

る
。
そ
の
後
、
い
き
い
き
セ
ン
タ

ー
は
、4
年
度
上
半
期
に
設
計
し
、

下
半
期
に
改
修
。
愛
の
郷
は
、
4

年
度
に
設
計
し
、
5
年
度
中
に
改

修
。
愛
知
川
公
民
館
・
町
民
セ
ン

タ
ー
愛
知
川
は
、
4
年
度
に
設
計

し
、
5
年
度
下
半
期
に
解
体
。

　

次
に
概
算
費
用
は
、秦
荘
庁
舎
、

愛
知
川
庁
舎
、
愛
知
川
保
健
セ
ン

タ
ー
の
改
修
、
健
康
福
祉
拠
点
の

増
築
、
電
気
・
上
下
水
道
・
造
成

工
事
な
ど
そ
の
他
共
通
工
事
を
含

め
て
約
６
億
２
０
０
万
円
、
旧
警

部
交
番
解
体
・
跡
地
整
備
と
し
て

約
８
，５
０
０
万
円
、
全
体
の
概

算
工
事
費
は
約
７
億
円
で
あ
る
。

（
町
長
）

（
総
務
担
当
政
策
監
）

（
町
長
）

（
経
営
戦
略
課
長
）

（
住
民
課
長
）

（
町
長
）

（
町
長
）

問

問

答答

答

答答答

答 す
る
時
間
を
人
件
費
に
換
算
す
る

と
、
１
年
間
で
約
２
，５
０
０
万

円
。

⑤
今
後
、
精
査
し
て
確
定
す
る
。

　

財
源
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を
含

め
役
場
庁
舎
の
整
備
や
旧
愛
知
川

警
部
交
番
の
解
体
は
、
地
方
債
を

含
め
一
般
財
源
で
、
健
康
福
祉
拠

点
施
設
増
築
は
、
国
の
次
世
代
育

成
支
援
対
策
施
設
整
備
交
付
金
で

約
８
０
０
万
円
。

②
コ
ス
ト
の
削
減
、
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
水
準
の
向
上
、
業
務
停
止
リ
ス

ク
の
低
減
、
６
町
自
治
体
間
で
の

業
務
共
通
化
な
ど
が
あ
り
、
初
期

の
目
的
を
達
成
し
て
い
る
。

本町行政におけるデジタル
化と脱ハンコについて

さらなるデジタル化と、押印廃止の
検討状況は

Q

ライン公式アカウント開設と、押印廃止を
進める

A


